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下の図のような放物線ν=;"2と 直線ν=χ +bが 2点 A,Bで 交わっている。点Aの

χ座標が -2,点 Bの χ座標が4で ある。また,点 Oは 原点である。このとき,次の問いに

答えなさい。
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(1)点 Bの ν座標を求めなさい。

(2)△ OAB=△ PABと なる点 Pの 座標を功 ′    ‐ ~‐ υ
  2

上の点 Aか ら点 Bの 間にあ り,点 0と は異なる点 とする。

(3)直線ι=χ 十ろと″軸の交点をCと するとき,△CoBを ″軸を回転の軸として1回転
してできる立体の体積を求めなさい。ただし円周率はπを使うこと。

(4)直線ν=―″+た について,次の問いに答えなさい。

① 直線ν=― ″+たが線分ABと 交わるときのたがとる値の範囲を求めなさい。

② 直線ν=― χ+たが△OABの 面積を2等分するときのたの値を求めなさい6

|ll ∂ 〔H25徳 島県第 3回基礎学カテスト〕

t(t´ 2'レ∂ t‐ 0,2

h」θP刻ぅ「。ぁ脹|しん、メi雛1;I債"ォゞか
Pllり,ナオLiあ3が了゙ t・‐j「ぜっσ́二zt
預

ら 卜 λぁ詢 ちレ

“

3・醐 C← 供の みて
/シ

/IF°
作 スタ弓

=手 た

嗚 ‖|‐l凌 パハば ,二 厖
午

み H資 め′パ「

ヽ

＼ ザ  Iメ

~

ヽ
「）

ヽ

お
ヴ
Ｆ

〕
碑

「

ｔ

　

　

・

・

ダ おキfλ歩L
② u与式千vYり 、‐メ十′aな arP′ 』線 θ3こサt―ズ了

4■夕と′0ご プら2ム 3PO tか であPOθハ'|さ

`務

=やヽ ハ ぅPOゝ△Bハ。・′)2→

1じ

よ7り )PI′ βこに 涯 tわ仁 りに

'△

;Pe∽a13Aり

ユ〕夕錦 からズ身0いなうψ 夕/可をハ近をハ亀P/ど√子:オ

護 嵐ty//WWW.mathexthお/

A′3鶴ケ 可 6ヨtレ Pミ3ハ・
'′

0:β
′
ハ
′
`|とこ ハ OB′̀6沐〒讐

t逓 〕m Fa夫 ルイね ひ

寺:場 』露 ″ サ 峯 璧 =脅

竹=δ弓涯 州 バψ種 ′&づめ てみ乏


